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本
市
の
「
高
齢
者
向
け
配
食
サ

ー
ビ
ス
」
が
突
然
、
停
止
に
な
る

と
い
う
事
案
が
６
月
に
発
生
し
、

利
用
者
の
方
々
に
大
変
大
き
な
ご

心
配
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し

た
。
同
事
業
は
、
市
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
、
ま
た
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
対
象
で
、

単
に
お
食
事
を
届
け
る
だ
け
で
な

く
「
利
用
者
の
安
否
確
認
」
を
行

う
点
で
、
大
変
意
義
の
あ
る
福
祉

事
業
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
お
聞
き
し
ま
す
。

①
同
事
業
が
急
き
ょ
停
止
と
な
り
、

再
開
す
る
ま
で
の
経
緯
を
伺
い
ま

す
。
②
業
者
選
定
に
問
題
は
な
か

っ
た
の
か
。
今
後
の
再
発
防
止
策

を
強
く
求
め
ま
す
。

○
福
祉
部
長

①
今
年
度
か
ら
新
た
に
業
務
委
託

契
約
を
結
ん
だ
業
者
「
配
食
の
ふ

れ
愛　

東
埼
玉
店
」
が
事
前
の
相

談
も
な
く
、
６
月
20
日
土
曜
日
を

も
っ
て
事
業
所
を
閉
鎖
し
た
と
の

メ
ー
ル
を
21
日
日
曜
日
に
受
信
。

市
は
22
日
月
曜
日
に
こ
の
メ
ー
ル

を
確
認
後
、
約
４
８
０
人
の
利
用

者
の
方
々
に
連
絡
し
て
状
況
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
急
い
で
新
た

な
業
者
を
探
し
、
７
月
１
日
に
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
再
開
し
ま
し
た
。

②
４
月
当
初
か
ら
弁
当
の
質
や
配

達
員
の
対
応
な
ど
に
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
、
市
か
ら
業
者
に
指
摘
し
改

善
傾
向
で
し
た
が
、
今
回
の
こ
と

は
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
リ

ス
ク
回
避
の
た
め
、
複
数
の
業
者

と
契
約
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

の
で
、
そ
う
し
た
事
例
も
参
考
に

再
発
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

〇
部
活
動
の
機
会
格
差
を
生
ま
な

い
た
め
に

配

食

サ

ー

ビ

ス

の

停
止
問
題
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
よ
り
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
武
里
」
に
大
枝
市
民
セ

ン
タ
ー
・
大
枝
公
民
館
・
武
里
図

書
館
・
武
里
南
地
区
公
民
館
・
大

枝
高
齢
者
憩
い
の
家
を
集
め
る
報

告
を
聞
き
、
住
民
、
利
用
者
か
ら

大
き
な
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
は
、
年
間
で
大
枝
公
民
館

が
約
３
万
人
、
南
公
民
館
は
約
１

万
５
千
人
、
憩
い
の
家
で
は
、
約

２
千
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
住

民
の
豊
か
な
生
活
や
地
域
社
会
を

支
え
て
い
る
重
要
な
施
設
で
あ
る

と
分
か
り
ま
す
。
武
里
図
書
館
は

年
間
で
12
万
人
超
の
方
が
利
用
し
、

武
里
団
地
周
辺
の
方
々
も
利
用
し

て
い
る
貴
重
な
施
設
で
す
。
「
ゆ

っ
く
武
里
」
に
集
め
る
と
５
０
０

㎡
も
狭
く
な
り
不
安
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
魅

力
の
な
い
寂
し
い
地
域
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
武
里
団
地
お
よ
び
周

辺
公
共
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

○
市
長

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

将
来
に
向
け
て
私
達
が
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な

課
題
で
す
。
単
に
施
設
の
廃
止
で

は
な
く
、
最
適
な
配
置
と
し
、
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
使
い
や

す
く
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

利
用
者
を
は
じ
め
市
民
の
声
を

し
っ
か
り
伺
い
、
丁
寧
な
手
順
で
、

よ
り
快
適
に
利
用
で
き
持
続
可
能

な
公
共
施
設
を
創
出
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
寿
楽

荘
」
の
風
呂
を
改
修
し
、
早
期
に

再
開
を

計
画
段
階
か
ら
住
民
と
と
も
に

「

ゆ

っ

く

武

里

」

の

利

活

用

を

進

め

る

　

北
春
日
部
駅
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
組
合

設
立
認
可
後
の
世
界
的
物
価
高
騰

で
事
業
費
の
大
幅
な
上
昇
、
計
画

変
更
や
事
業
代
行
者
の
変
更
な
ど
、

組
合
と
行
政
の
事
業
継
続
へ
の
努

力
、
事
業
収
入
増
大
を
図
る
た
め

地
権
者
の
皆
さ
ま
に
は
法
令
上
の

上
限
、
私
的
財
産
権
の
保
障
限
界

の
減
歩
率
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
上
負
担
は
か
け
ら
れ
な

い
、
事
業
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ら
れ

な
い
と
の
行
政
判
断
で
、
今
議
会

に
「
北
春
日
部
駅
周
辺
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
助
成
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」
上
程
さ
れ
、
地

元
住
民
と
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
区
画
整
理
事
業
の

重
要
性
を
本
市
は
ど
う
認
識
し
、

完
成
に
向
け
、
ど
う
推
進
し
て
い

く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

○
都
市
整
備
部
長

　

本
事
業
は
、
北
春
日
部
駅
周
辺

地
区
土
地
区
画
整
理
組
合
が
主
体

と
な
る
組
合
施
行
で
す
が
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
公

共
性
の
高
い
都
市
計
画
事
業
で
す
。

　

北
春
日
部
駅
周
辺
の
良
好
な
立

地
環
境
を
生
か
し
て
地
域
の
魅
力

向
上
と
利
便
性
の
高
い
ま
ち
を
形

成
す
る
事
業
で
あ
り
、
内
牧
地
区

の
み
な
ら
ず
本
市
の
発
展
の
た
め

に
大
変
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
一
日
も
早
く
ま
ち
づ
く
り
の

効
果
が
発
動
さ
れ
る
よ
う
、
今
後

も
北
春
日
部
駅
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
組
合
と
緊
密
に
連
携
し
な

が
ら
、
事
業
を
休
止
す
る
こ
と
な

く
、
計
画
ど
お
り
の
事
業
進
捗
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
次
期
春
日
部
市
総
合
振
興
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

北

春

日

部

周

辺

の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

現在進行中の北春日部駅周辺地区土地区画整理事業

古
沢
　
耕
作

議
員

角
田
　
妙
子

議
員

阿
部
　
雅
一

議
員
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次
期
総
合
振
興
計
画
に
お
け
る

企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て

　

本
市
は
国
道
４
号
や
16
号
、
東

埼
玉
道
路
な
ど
の
交
通
網
を
有
す

る
一
方
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

ま
す
。
若
い
世
代
が
住
み
続
け
ら

れ
る
街
に
す
る
た
め
に
は
、
企
業

誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
①
そ
こ
で
、
企
業
誘

致
に
必
要
な
産
業
用
地
を
確
保
す

る
た
め
「
産
業
用
地
適
地
調
査
」

を
実
施
し
、
候
補
地
検
討
や
基
礎

調
査
の
予
算
措
置
を
検
討
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。
②
ま

た
、
埼
玉
県
企
業
立
地
課
と
の
具

体
的
な
協
議
を
進
め
る
考
え
を
伺

い
ま
す
。
③
最
後
に
、
次
期
総
合

振
興
計
画
に
企
業
誘
致
と
雇
用
創

出
を
重
要
な
成
長
戦
略
と
し
て
位

置
付
け
、
産
業
用
地
の
確
保
を
含

め
た
土
地
利
用
を
検
討
し
、
「
住

み
、
働
き
、
地
域
で
経
済
が
循
環

す
る
街
」
を
目
指
す
考
え
に
つ
い

て
、
市
長
に
伺
い
ま
す
。

○
環
境
経
済
部
長

①
今
後
新
た
に
一
定
規
模
の
産
業

用
地
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
で

す
が
、
ま
ず
は
事
業
化
に
向
け
て

進
行
中
で
あ
る
赤
沼
・
銚
子
口
地

区
産
業
基
盤
整
備
事
業
な
ど
を
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
県
と
の
調
整
に
お
い
て
、
企
業

立
地
に
関
わ
る
情
報
交
換
は
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
市
長

③
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で
、
企
業
誘
致
に
よ

る
産
業
の
活
性
化
、
そ
れ
に
伴
う

雇
用
の
創
出
は
、
本
市
の
未
来
を

築
く
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
を
し
て
い
ま
す
。　
　

　
こ
の
ほ
か

○
春
日
部
市
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ

活
用
や
Ｄ
Ｘ
推
進
状
況
に
つ
い
て

議
席
番
号
の
変
更

　

議
席
番
号
が
次
の
と
お
り
、
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

　

○
北
谷　

大
地　

議
員

　
　
　
　
　
　

６
番　

→　

７
番

　

○
落
合　

桜
花　

議
員

　
　
　
　
　
　

７
番　

→　

８
番

　

○
富
田　
　

豊　

議
員

　
　
　
　
　
　

８
番　

→　

11
番

　

○
水
書
祐
美
子　

議
員

　
　
　
　
　
　

11
番　

→　

12
番

　

○
永
田　

飛
鳳　

議
員

　
　
　
　
　
　

12
番　

→　

６
番

　

今
回
の
料
金
改
定
の
主
な
理
由

に
上
下
水
道
管
の
老
朽
化
お
よ
び

耐
震
対
策
の
た
め
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
①
そ
こ
で
水

道
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
対
策
、

そ
し
て
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
や

耐
震
対
策
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
②
ま
た
、
水

道
事
業
を
将
来
世
代
ま
で
持
続
す

る
た
め
に
、
水
道
事
業
の
広
域
化

や
水
の
官
民
連
携
（
ウ
オ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の
導
入
な
ど
本
市
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
③
そ

し
て
今
回
の
料
金
改
定
で
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
、
水
道

料
金
・
下
水
道
使
用
料
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

○
上
下
水
道
部
長

①
上
下
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
と
計
画
的
な
更
新
を
推
進
し
、

激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
備
え
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

安
全
安
心
な
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
水
道
事
業
管
理
者

②
水
道
事
業
の
広
域
化
、
水
の
官

民
連
携
に
お
い
て
も
、
事
業
運
営

の
大
き
な
選
択
肢
で
あ
り
、
本
市

の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
導
入

の
是
非
な
ど
を
慎
重
に
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な

も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

③
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
本
市
に
お
い
て
も
上
下

水
道
料
金
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
を

導
入
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
に

つ
い
て

○
連
携
強
化
の
支
援
で
介
護
予
防

の
充
実
を

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

木
村
　
圭
一

議
員

鈴
木
　
一
利

議
員

議

員

人

事

　

議
会
人
事
の
一
部
が
次
の
と
お

り
、
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　

（
新
）
永　

田　

飛　

鳳 

　
　
　

（
旧
）
石　

川　

友　

和

　
　
　

（
新
）
石　

川　

友　

和

　
　
　

（
旧
）
永　

田　

飛　

鳳 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

（
新
）
北　

谷　

大　

地

　
　
　

（
旧
）
永　

田　

飛　

鳳 

　
　
　

（
新
）
山　

崎　
　
　

進

　
　
　

（
旧
）
永　

田　

飛　

鳳 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

（
新
）
水　

沼　

日
出
夫

　
　
　

（
旧
）
永　

田　

飛　

鳳

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

総

務

委

員

会

建

設

委

員

会

利
根
川
栗
橋
流
域
水
防

事
務
組
合
議
会
議
員

都
市
計
画
審
議
会
委
員

会

派

の

変

更

永
田　

飛
鳳

　
　

（
新
）
無
所
属

　
　

（
旧
）
自
民
・
無
所
属
の
会

❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀

❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀
❀

傍

聴

し

て

一

言

傍

聴

し

て

一

言

　

初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
場
の
造
り
も
す
ば
ら

し
く
、
傍
聴
の
仕
組
み
も
聞
き
や

す
く
、
良
い
勉
強
に
も
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

女
性
・
60
歳

　

春
日
部
が
魅
力
的
な
ま
ち
に
な

る
取
り
組
み
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。

『
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
』
の
人

気
に
よ
り
、
日
本
中
、
世
界
中
か

ら
春
日
部
に
訪
れ
る
観
光
客
が
楽

し
く
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
期

待
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
・
42
歳

　

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
に
つ
い
て
、
春

日
部
市
に
お
い
て
の
現
状
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
よ
く
分
か
る
質

問
だ
っ
た
。
職
員
の
方
々
に
は
、

こ
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
も
、

実
効
性
あ
る
も
の
に
し
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

男
性
・
50
歳

※
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
部
分

も
あ
り
ま
す
。
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▽
議
会
運
営
委
員
会

８
月
17
日

・
令
和
８
年
９
月
定
例
会
の
運
営

　

に
つ
い
て

▽
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

７
月
21
日

・
本
特
別
委
員
会
の
協
議
事
項
に

　

つ
い
て

・
デ
ジ
タ
ル
化
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

　

化
に
つ
い
て

・
議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会

　

に
つ
い
て

・
市
議
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
に
つ
い

　

て
８
月
７
日

・
議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会

　

に
つ
い
て

・
議
員
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
市
議
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
に
つ
い

　

て
▽
広
報
広
聴
委
員
会

９
月
24
日

・
議
会
だ
よ
り
第
85
号
に
つ
い
て

10
月
６
日

・
議
会
だ
よ
り
第
85
号
に
つ
い
て

・
議
会
だ
よ
り
第
86
号
の
表
紙
に

　

つ
い
て

▽
図
書
室
運
営
委
員
会

10
月
６
日

・
図
書
購
入
の
申
し
込
み
に
つ
い

　

て

市議会ホームページのご案内
市議会のホームページでは、議員名簿、会議
日程、会議録、本会議の録画中継映像などを
ご覧いただけます。
また、スマートフォンなどにも
対応しておりますので、
ぜひご覧ください。 ➡

　

広
報
広
聴
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

鬼
丸　

裕
史

　
　

副
委
員
長　
　

中
村　

貴
彰

　
　

委　
　

員　
　

角
田　

妙
子

　
　

委　
　

員　
　

北
谷　

大
地

　
　

委　
　

員　
　

富
田　
　

豊

　
　

委　
　

員　
　

桑
原　

弘
樹

　
　

委　
　

員　
　

奥
沢　

裕
介

　
　

委　
　

員　
　

島
田
美
智
子

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
　

議　
　

長　
　

小
久
保
博
史

　
　

副
議
長　
　

木
村　

圭
一

編

集

後

記

　

追
々
寒
さ
に
向
か
い
ま
す
が
、

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
９
月
定
例
会
で
は
、
令

和
７
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し

た
大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
か
を
丁
寧
に
審
査
し
、

適
正
か
つ
効
果
的
な
執
行
で
あ
っ

た
の
か
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
北
春
日
部
駅
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
助
成
条
例
の
一
部
改

正
」
も
可
決
し
、
事
業
の
進
行
が

待
た
れ
ま
す
。
「
早
期
に
小
中
学

校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
求
め

る
請
願
」
も
採
択
さ
れ
、
中
学
校

の
給
食
費
の
無
償
化
実
施
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

議
員
提
出
議
案
は
５
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は

議
会
の
大
切
な
役
割
の
一
つ
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、
そ
う
し
た
議
会

の
動
き
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
民
の
皆

さ
ま
へ
の
橋
渡
し
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
一
同
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
力
を
尽
く
し
、
こ
れ
か
ら

も
魅
力
的
で
分
か
り
や
す
い
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
、
全
力
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

〒
３
４
４
︲
８
５
７
７

埼
玉
県
春
日
部
市
中
央
七
丁
目
２
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
部
市
議
会

℡
０
４
８
︲
７
９
６
︲
８
３
９
５

避
難
所
開
設
訓
練
の
実
施

　

令
和
８
年
９
月
17
日
に
避
難
所

開
設
訓
練
を
実
施
し
、
27
名
の
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

際
、
各
議
員
が
災
害
対
策
本
部
か

ら
の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
各
地

域
に
入
り
、
避
難
所
な
ど
の
状
況

把
握
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
議
員
自
身
で
会
場
設
営
を
行

い
、
よ
り
災
害
時
の
対
応
に
即
し

た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

↓
詳しい内容は
こちらから

　

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
検
討

特
別
委
員
会
お
よ
び
地
域
拠
点
整

備
検
討
特
別
委
員
会
に
お
い
て
協

議
を
行
い
、
令
和
９
年
度
埼
玉
県

予
算
に
、
本
市
の
要
望
を
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
10
月
16
日

に
議
長
、
副
議
長
お
よ
び
中
心
市

街
地
ま
ち
づ
く
り
検
討
特
別
委
員

長
、
地
域
拠
点
整
備
検
討
特
別
委

員
長
の
４
名
で
県
議
会
へ
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

↓
詳しい内容は
こちらから

市
議
会
よ
り
埼
玉
県
議
会
へ

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た


